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内部留保の無い NPO 財務を直撃 

GH 5.7%の 介護報酬の大幅 引き下げ 

政府が 平成 27年 4月 1日から適用される 新たな介護報酬の金額を発表しました。 

当 NPO法人の中核事業である認知症対応型共同生活介護===グループホーム定員 18名の場合

1年間で約 320万円の減収となります。福祉事業経営は大きな打撃を受けます。 

その中身を見てみましょう。 

【要介護 4】の人   現在 日額 \8.720         改定引き下げ後 日額 \8,220 

                     1日 ▲\500 (▲5.7%) 1か月 ▲\15,000 年間 ▲\180,000 

入居者さんの入退居があり変動しますが きょねん 12月の平均要介護度は 3.2でした。 

定員 18名として グループホームだけでも 年間 ▲\3,240,000 の減収となります。 

① 高齢者雇用、障害者雇用、母子家庭者雇用等による労働局からの助成金、 

② 年間 100先目標にして取り組んでいる有志各位からの御寄付 

これら二つを加えて ようやく黒字を維持している NPOです。吐き出す内部留保はゼロ。 

現状の報酬体系でも ①、②を合計する前の［福祉事業本体だけの収支］では 赤字です。 

       富山型デイサービスを 脅かす 9.8%の引き下げ 

デイサービス、ショートステイの 料金体系の引き下げの詳細は未分析です。概算しますと 

【要介護 1】利用時間 7--9時間の人の場合 現在日額\8,150→  改定引き下げ後\7,350 

            1日▲\800(▲9.8%)    1年間で 富山型デイサービス部門も 

約▲\2,500,000の減収となるようです。 行政からの説明会は未開催です。  

 

仮認定 NPO法人 パブリック サポート テスト 目標達成 !! 

社会的課題に取り組む NPOを支援いただくサポーターさんを 広く各方面へお願いし 年間 

目標 100先として 取り組んでいます。  今年度も 2月 24日現在 102先 \834,000 

となり達成しました。みなさまからの ご支援に厚く 感謝申し上げます。 

 

4月 1日よりスタート 先数 ご寄附金額 

平成 25年度 達成 109 先 1,331,000円 

平成 26年度 達成 102 先 834,000円 
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第 51回 運営推進会議 平成 27年 2月 17日 夕刻 開催 

 

浄泉寺さんで開催しました。 

井林文雄・東江上区長 

戸田啓義、伏黒徳重・両副区長 

稲垣久代民生委員 

成川友仁・社会福祉士・上市町議 

廣田和美・地域包括支援センター保

健師 

の各位が 参加され ご意見を承り

ました。 

廣田保健師より「共用デイサービスについては 認知症高齢者が増えており、ニーズが高く、 

利用料金が一般のﾃﾞｲサービスよりも安く、しかも家庭的雰囲気となれば、今後、ますます必 

要になる。中新川の条例改正を見ながら、4月 1日以降ぜひもう 1ユニットの定員 3名増加 

に取り組んでいただけたらと思う」とお話がありました。 

 

大衆演劇 大川劇団 万次郎一座 

        ……懐かしの歌に合わせての踊りに感激……涙ぐむ人も 

【日時】 平成 27年 2月 16日 月曜日 午後 2時---3時 

【場所】  グループホーム かみいち福祉の里 

【出演】 座長 新田晴夫氏 踊り手 3名 楽器担当 1名 御一行 5名で来社されました。 

【演目】 “瞼の母”  “一本刀土俵入り”  “大利根月夜” “浪曲子守唄”などの名場面 

を音楽の効果を交えながら次から次へと演じました。 

  

 

役者の皆さんと 観客が一緒になり

終了後 記念撮影。 

利用者が とても 喜ばれました。 

感激して 涙を流しながらの観劇で

した。 

出演者も 反応の良さに “また呼ん

でください。”と言って 帰られまし

た。 

 


